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単項式の乗法では、係数の積に文字の積をかける。同じ文字の積は指数どうしを加え

て累乗の形で表す。 

 

例 baaab 210)2(5 −=−×  指数法則 
)( baba xxx +=×  

 

4323 812
3
2 yxyxxy =×  

 

【１】 次の計算をしなさい。 

 

① yx 34 ×  ② )3(2 yx −×  

 

 

③ zyx 432 ××  ④ )6( xxy −×−  

 

 

⑤ 
23 xx×−  ⑥ 

23 xx ×  

 

 

⑦ yyx 32 2 ×−  ⑧ )2()3( 2xyxy −×−  

 

 

 

【２】 次の計算をしなさい。 

 

① ba 53 ×  ② )3(2 nm −×  

 

 

 

③ cba 4)3(2 ×−×  ④ )5()2( axy −×−  

 

 

 

⑤ 
32 aa ×  ⑥ yx 23 3 ×−  

 

 

 

⑦ xyx 53 2 ×  ⑧ )2()( 3xyxy −×−  
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【３】 次の計算をしなさい。 

 

① yxx 2

3
2

2
1

×  ② yxxy 212
6
5

×⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  

 

 

 

③ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−× yxxy 2

3
43  ④ xyx

2
1

3
2 2 ×  

 

 

 

⑤ 
32

5
4

2
1 abba ×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  ⑥ ⎜⎜

⎝

⎛
⎟
⎠
⎞−×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− 323

9
2

8
3 xyyx  

 

 

 

 

【４】 次の計算をしなさい。 

 

① aba 6
3
1 2 ×  ② ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−× yxxy 2

3
43  

 

 

 

 

③ 
212

6
5 abab ×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  ④ xyx

2
1

3
2 2 ×  

 

 

 

 

⑤ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−× yxxy 32

6
5

5
3

 ⑥ ⎜⎜
⎝

⎛
⎟
⎠
⎞−×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− 322

8
3

9
4 baab  
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(    )に指数がついて、累乗の形で表されているとき、（    ）の中の数と文字それ

ぞれを累乗して（    ）をはずす。または、累乗を積の形にして計算をする。 

 

例① 
333333 82)2( babaab =××=  指数法則 

abba xx =)(  

または 
333 8222)2( baabababab =××=  

aaa yxxy =)(  

 

例② 
36332332 27)()3()3( bababa −=××−=−  

または 
3622232 27)3()3()3()3( bababababa −=−×−×−=−  

 

【５】 次の計算をしなさい。 

 

① 
2)2( a  ② 

2)3( x  

 

 

③ 
2)( x−  ④ 

2)4( x−  

 

 

⑤ 
3)2( x−  ⑥ 

32 )( x−  

 

 

⑦ 
22 )5( nm  ⑧ 

2)( ab−  

 

 

⑨ 
22 )3( yx−  ⑩ 

232 )3( ba−  

 

 

 

【６】 次の計算をしなさい。 

① 

3
2

2
1

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− x  ② 

2

3
2

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− x  

 

 

 

③ 

2
2

5
2

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ yx  ④ 

3
2

4
3

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ xy  
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単項式の乗除の計算で、(    )の累乗の形
n)( が含まれているとき、 

乗除の計算より（    ）の累乗を先に計算する。 

 

例 
252422 1243)2(3 yxyxxyxx =×=−×  

 

 

【７】 次の計算をしなさい。 

① xx 3)2( 2 ×  ② 
22 )3(2 xx −×  

 

 

③ 
23)2( xx ×−  ④ 

22 )3()4( xx −×−  

 

 

⑤ )3()2( 2 yx −×−  ⑥ 
22 )()3( abba −×−  

 

 

⑦ yxx 322 2)3( ×−  ⑧ baba 2223 5)2( ×−  

 

 

⑨ )3()3( 322 xx −×−  ⑩ 
22 )3()( yx −×−  

 

 

⑪ 
32 )2()5( xx ×−  ⑫ 

322 )2()3( xyyx −×−  

 

 

 

【８】 次の計算をしなさい。 

① )8(
2
3 2

2

xyx −×⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  ② 

32
2

)3(
3
2 xyx −×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  

 

 

 

 

③ 

22

4
3

3
2

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− aab  ④ 

2
2

2

3
1

2
3

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− baab  
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単項式の除法は、分数の形で表し約分する。同じ文字の累乗の形の約分では、指数は

差になる。 

例 
2

3
3 2

3
636 a
a
aaa ==÷  指数法則 

)( baba xxx −=÷  (ただし ba > ) 

2
2

33
233 2

2
424 xy

yx
yxyxyx ==÷  

 

 

【１】 次の計算をしなさい。 

 

① aa ÷3  ② 
33 xx ÷  

 

 

 

③ aa 612 ÷  ④ )3(18 25 xx −÷  

 

 

 

⑤ )3(12 xxy −÷  ⑥ )4()20( 23 xx −÷−  

 

 

 

⑦ abab 6)2( 2 ÷−  ⑧ )3()9( 222 xyyx −÷−  

 

 

 

【２】 次の計算をしなさい。 

 

① 
25 3)9( aa ÷−  ② )6()18( 3 xx −÷−  

 

 

 

③ )3(12 23 bab −÷  ④ )7(35 223 yxyx −÷  

 

 

 

⑤ baba 322 3)12( ÷−  ⑥ )3()9( 22 xyyx −÷−  
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係数が分数で表されている単項式でわる除法は、わる数を逆数に直し乗法にして計算

する。分数にかけられている文字は分子にかけられているので逆数にするときに注意す

ること。すなわち x
x
x

x
xxx 9

2
36

2
36

3
26 2

3

2
323 =

×
=×=÷  

例 x
x
x

x
xxx 9

2
36

2
36

3
26 2

3

2
323 =

×
=×=÷  

 

x
yx

yx
yx

yxyxyx
3
2

29
34

2
3

9
4

3
2

9
4

22

23

22

23
2223 =

×
×

=×=÷  

 

 

【３】 次の計算をしなさい。 

 

① aa
3
12 ÷  ② xyx

3
26 2 ÷  

 

 

 

 

③ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷− 23

3
1)5( aa  ④ ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷− mnnm
4
3)9( 2

 

 

 

 

 

 

⑤ aba
8
3

4
3 2 ÷⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  ⑥ ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷ 22

3
2

9
4 xyx  

 

 

 

 

 

⑦ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛− 22

9
5

6
5 abba  ⑧ ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷ 22

9
8

3
2 mnnm  
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係数が整数である単項式の乗法・除法の混合計算は、分数の形にして約分する。この

とき、「÷」のすぐ後の数を逆数に直し乗法にして計算する。このとき、分子・分母の 1 は

省略してもよい。また、(   )がついた累乗の形があるとき、まず初めに累乗を計算する。 

〔例〕 xy
xy

xxyxxyxy 2
6

343)6(4
2

2 −=
×

−=×−÷  

2
2

3
2323 4

4
2824824)2( x
x
xxxxxxxx −=

×
−=×÷−=×÷−  

 

 

【４】 次の計算をしなさい。 

 

① yxyyx ×÷2
 ② 

22 26 xyyyx ÷×  

 

 

 

 

③ )9()3(6 baab −÷−×  ④ )6(32 22 xyyx −÷×  

 

 

 

 

⑤ 
2)2(63 xxyx −×÷  ⑥ )4()2( 23 xxx −÷÷−  

 

 

 

 

 

⑦ bbaa 63)( 22 ×÷−  ⑧ yxxyxy 223 )( ×−÷  

 

 

 

 

 

⑨ 
3222 4)2(3 xyyxy ÷−×  ⑩ 

3222 12)2()3( xyxyy ÷−×−  
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係数が整数である単項式の乗法・除法の混合計算は、分数の形にして約分する。この

とき、「÷」のすぐ後の数を逆数に直し乗法にして計算する。また、(   )がついた累乗の

形があるとき、まず初めに累乗を計算する。 

〔例〕 
2

22

32

22
322232

4
3

214
32

2
32

4
1

3
22

4
1 xy

yx
xyyx

yx
xyyxyxxyyx =

××
××

=××=÷×  

3433
22

23
3

2
23 )(9

9
)(

3
1

9
1 yxyx

yx
yxxyxyyx −=−××=−×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛÷  

 

【５】 次の計算をしなさい。 

① 
3

5
3)(9 xxyx ÷−×  ② ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×÷− yxx
14
3

7
618  

 

 

 

 

 

③ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×÷− baa
8
1

7
324  ④ xyxyx

9
1)2(

3
2 2 ÷−÷⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  

 

 

 

 

 

⑤ 

2
22 ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×÷
x
yxyx  ⑥ )2(

5
3)3( 32 xxxy −×÷−  

 

 

 

 

 

⑦ 
2

2

12
9
8

2
1 mmm ×⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−÷⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−  ⑧ 

2
22

3
2

4
3

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−×÷ xyxyx  
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